
中学校調査書作成の手引き 

 

１．全般的事項 

（１）出身学校で記入。調査書は事実に基づいて正確に作成する。 

（２）数字で記入する欄は、１・２などの算用数字を用いる。 

（３）第６学年の記録は第２学期（２学期制の場合は前期）までの評定を記入する。 

   『帰国子女』入試は第１学期までの評定を記入する。 

   『第Ⅰ期』入試は第１学期までの評定でもよい。 

（４）※印の欄は記入しない。 

（５）本校ホームページよりダウンロードして利用も可。 

（６）出身学校の封筒で厳封する。 

 

２．各欄について 

①氏名・生年月日 

年齢は平成２２年４月１日現在の満年齢で、月以下は切り捨てる。 

②欠席等の記録 

理由の欄がスペース不足の場合は、「⑦特記事項等」の欄を利用してもよい。 

③学習の記録 

・評定は通知表から転記する。ただし、数字や記号を用いていないことや、評定項目

が多いなどの理由で転記が困難な場合は、６年生の通知表（第２学期までの全頁の

コピー。原本に相違ないことの証明が必要）でもよい。 

・通知表コピーで代用した場合は、その旨を「④評定の基準」の欄に記載する。 

・『第Ⅰ期』入試は、６年生の第１学期までの評定（６年生の通知表の第１学期まで

の全頁のコピー。原本に相違ないことの証明が必要）でもよい。 

・「④評定の基準」の欄に、１学期または２学期のどちらであるかを明記すること。 

④評定の基準 

学習の記録欄の評定の基準について、絶対評価・相対評価の別、何段階評価である

かなどを記載する。 

⑤特別活動の記録 

特別活動における児童の活動の状況について、主な事実及び興味と関心、参加態度、

活動状況等についての所見を記入する。 

⑥総合所見・学校生活の様子 

総合的に見た場合の児童の特徴や学校生活の様子等について記載する。 

⑦特記事項等 

就学上において特に配慮を必要とする身体の疾病・異常・既往症、中学校入学後に

留意する必要のある事項、その他「①氏名・生年月日」～「⑥総合所見・学校生活

の様子」までで記入できない事項等を記載する。 
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